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本
校
の
創
立
記
念
式
典
と
記
念

講
演
会
が
昨
年
７
月
５
日
、
本
校

講
堂
で
行
わ
れ
た
。
本
校
は
大
正

15
（
１
９
２
６
）
年
６
月
28
日
、

文
部
省
告
示
に
よ
り
開
校
認
可
が

決
定
さ
れ
、
翌
年
４
月
に
開
校
し

た
こ
と
か
ら
、
６
月
28
日
を
創
立

記
念
日
と
し
、
創
立
記
念
式
典
や

記
念
講
演
会
、
周
年
記
念
行
事
を

実
施
し
て
き
た
。

　

創
立
記
念
式
典
で
は
、
壇
上
に

４
人
の
本
校
管
理
職
の
先
生
方
と

同
窓
会
会
長
が
着
席
。
厳
粛
な
雰

囲
気
の
中
、
ま
ず
土
本
功
校
長
に

よ
り
創
立
記
念
の
あ
い
さ
つ
と
式

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
生
田

征
生
同
窓
会
長
に
よ
る
式
辞
。
最

後
に
応
援
団
の
指
揮
で
、
全
教
職

員
、
全
生
徒
に
よ
る
校
歌
斉
唱
を

元
気
よ
く
行
っ
た
。

　

創
立
記
念
式
典
と
記
念
講
演

会
の
組
み
合
わ
せ
は
16
年
ぶ

り
。
記
録
に
よ
る
と
、
平
成
14

（
２
０
０
２
）
年
６
月
に
創
立
記

念
式
典
と
第
８
代
筑
高
同
窓
会
長
、

有
吉
林
之
助
氏
の
記
念
講
演
会
が

行
わ
れ
て
い
る
。
15
年
に
は
創
立

記
念
式
典
と
は
別
に
創
立
記
念
行

事
と
し
て
１
、２
年
生
対
象
の
Ｏ

Ｂ
講
演
会
を
実
施
。
翌
年
か
ら
社

会
人
講
演
会
に
改
称
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　

記
念
講
演
会

は
、
福
岡
教
育

大
学
教
職
大
学

院
の
芋
生
（
い

も
お
）
修
一

特
任
教
授 

（
高

28
）
が
「
未
来

に
羽
ば
た
く
筑

高
生
の
十
訓
」

と
い
う
演
題
で

行
っ
た
。
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
駆
使
し
、
ご

自
身
の
生
い
立

ち
か
ら
筑
高
生

時
代
の
思
い

出
、
小
学
校
教

諭
、
校
長
、
教
育
委
員
会
で
の
活

躍
、
読
書
の
大
切
さ
な
ど
を
話
し

た
。
最
後
に
演
題
に
あ
る
通
り
、

筑
高
生
に
向
け
て
次
の
10
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
熱
い
口
調
で
贈
っ
た
。

一
、
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
な

り

一
、
周
囲
の
人
を
信
頼
し
心
か
ら

愛
せ
よ

一
、
自
己
を
磨
く
こ
と
を
た
め
ら

う
な

一
、
研
究
に
没
頭
し
内
容
で
勝
負

せ
よ

一
、
大
事
を
為
す
に
細
心
で
あ
れ

О
Ｂ
教
授
が
贈
る

「
未
来
へ
の
筑
高
生
十
訓
」

16
年
ぶ
り
創
立
記
念
式
典
と
講
演
会

応援団の指揮による校歌斉唱で締めくくった創立記念式典

会
員
情
報
把
握
で
活
性
化
を

会
長　

生
田　
征
生
（
高
15
）

新
年
あ
い
さ
つ

　

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
、
健
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
イ
ノ
シ
シ
。
大

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
未
来
に
進
ん

で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
今
上
天
皇
の
ご
退
位

で
元
号
も
変
わ
り
ま
す
が
、
92
年

目
を
迎
え
る
同
窓
会
は
百
周
年
に

向
け
歩
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　

去
年
も
各
地
で
甚
大
な
自
然
災

害
が
生
じ
ま
し
た
。
被
災
地
の
皆

様
に
は
心
か
ら
の
お
見
舞
い
と
、

一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
同
窓
会
活
動
は
各

地
で
力
強
く
、
ま
た
和
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
や
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
熊

本
・
大
分
な
ど
九
州
の
各
支
部
や

関
西
、
首
都
圏
支
部
の
総
会
や
就

職
応
援
活
動
。
各
回
生
、
部
活
Ｏ

Ｂ
会
、
職
域
、
女
性
会
員
の
丘
女

（
お
か
め
）会
講
演
会
、ア
ン
ダ
ー

の
会
の
集
ま
り
な
ど
。

　

在
校
生
・
母
校
へ
は
教
育
支
援

活
動
、
校
舎
全
面
改
築
促
進
な
ど

の
学
校
応
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
組
織
、
活
動
を
さ
ら
に

充
実
・
活
性
化
す
る
た
め
、
同
窓

会
機
能
を
五
つ
に
分
け
て
検
討
す

る
委
員
会
を
設
置
。
ま
ず
は
同
窓

会
の
基
本
と
な
る
会
員
の
把
握
を

重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。
各
支
部

と
も
学
生
・
社
会
人
に
な
っ
て
の

会
員
住
所
は
把
握
が
進
ま
ず
苦
し

ん
で
い
ま
す
。

　

常
任
幹
事
さ
ん
の
理
解
・
協
力

を
得
て
、
年
末
年
始
な
ど
の
集
ま

校
長　

土
本　
功

創
立
百
周
年
へ
ス
タ
ー
ト
の
年

新
年
あ
い
さ
つ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

本
校
着
任
間
も
な
い
昨
年
６
月

２
日
の
同
窓
会
定
期
総
会
・
懇
親

会
は
平
成
最
後
の
開
催
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
平
成
最
後
の
当
番
の

高
校
41
回
の
方
々
は
、
平
成
元
年

３
月
ご
卒
業
で
、
平
成
最
初
の
卒

業
生
が
平
成
最
後
の
総
会
を
盛
大

に
成
功
裏
に
導
い
て
い
た
だ
い
た

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
た
ち
高
校
42
回
生
は
、
昨
年

開
催
さ
れ
た
平
成
30
年
度
総
会
で

青
山
崇
徳
実
行
委
員
長
（
高
41
）

よ
り
た
す
き
を
受
け
継
ぎ
ま
し

た
。
総
会
開
催
が
近
づ
く
に
つ
れ
、

日
々
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
総
会
は
「
平
成
」
に
代

わ
る
新
元
号
で
の
、
第
一
回
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
時
代
の

幕
開
け
で
す
が
、
ま
ず
は
こ
れ
ま

で
先
輩
方
が
築
い
て
き
た
輝
か
し

い
歴
史
と
伝
統
を
紡
ぎ
ま
す
。
そ

の
上
で
母
校
の
更
な
る
発
展
に
積

こ
と
に
運
命
を
感
じ
る
と
と
も
に

深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
は
創
立
百
周
年

に
向
か
う
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置

づ
け
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
同
窓

会
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
現
在
、
校
舎
全
面
改
築

に
向
け
て
基
本
設
計
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
前
年
度
の
基
本
構

想
検
討
委
員
会
に
お
け
る
検
討
を

基
に
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
教
育
環
境

を
実
現
で
き
ま
す
よ
う
全
身
全
霊

を
傾
け
て
一
同
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

県
立
高
校
全
日
制
課
程
で
最
大

の
生
徒
数
を
誇
る
本
校
在
校
生
の

極
的
に
ト
ラ
イ
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
思
い
を
込
め
ま
し

て
、
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
筑
高
ス

ク
ラ
ム
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
創
立
１
０
０
周
年
も
迫
っ

て
き
て
い
ま
す
。
同
窓
生
が
一
致

団
結
し
て
、
新
し
い
時
代
に
向

か
っ
て
ス
ク
ラ
ム
を
組
め
る
よ
う

な
総
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

定
期
総
会
は
６
月
１
日
（
土
）

17
時
30
分
か
ら
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
博
多
４
階
鶴
の
間
で
開

催
い
た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆

さ
ま
と
お
会
い
で
き
、
一
緒
に
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

　

母
校
の
創
立
百
周
年
に
向
け
て

残
り
10
年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
平
成
30
年
度
同
窓
会
定
期
総

会
が
６
月
２
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
博
多
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
最
後
と
な
っ
た
本
会
を

平
成
最
初
の
卒
業
生
で
あ
る
我
々

高
41
回
生
が
当
番
幹
事
と
な
り
、

１
２
１
人
が
会
の
進
行
を
ア
シ
ス

ト
し
ま
し
た
。「
つ
む
ぐ
」の
テ
ー

マ
の
も
と
、
８
５
０
人
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
恒
例
の
賀
寿
式
典
、

筑
高
体
操
、
応
援
歌
、
校
歌
斉
唱

に
加
え
、
改
築
工
事
が
始
ま
る
母

校
の
今
の
姿
を
ド
ロ
ー
ン
映
像
で

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
育
の
質
の
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
、
工
期
を
複
数
回
に
分
け
て
校

舎
を
分
棟
方
式
で
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
来
た
る

２
０
２
７
年
創
立
百
周
年
記
念
式

典
の
際
は
校
舎
竣
工
の
お
披
露
目

が
で
き
る
こ
と
を
私
ど
も
も
心
待

ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
同
窓
会
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
恒
例
の
社
会

人
講
演
会（
６
月
）、東
京
研
修（
８

月
）
に
加
え
て
、
７
月
に
は
創
立

記
念
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
校
卒
業
生
の
ご

活
躍
が
、
在
校
生
の
勇
気
と
意
欲

喚
起
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
総
会
実
行
委
員
長

青
山　

崇
徳（
高
41
）

平
成
31
年
度
総
会
実
行
委
員
長

長
菅　

隆
義（
高
42
）

母
校
の
姿
を

ド
ロ
ー
ン
映
像
に

「
新
し
い
時
代
に

ト
ラ
イ
！
」

一
、
心
の
瑞
々
（
み
ず
み
ず
）
し

さ
を
失
う
こ
と
な
か
れ

一
、
常
に
自
ら
の
足
ら
ざ
る
を
思

え

一
、
快
活
健
康
は
リ
ー
ダ
ー
の
資

本

一
、
片
時
も
感
謝
の
念
を
忘
る
な

一
、
謙
虚
さ
を
失
っ
た
ら
リ
ー

ダ
ー
を
去
れ

　

講
演
後
、
生
徒
会
か
ら
謝
辞
と

花
束
が
贈
ら
れ
、
割
れ
ん
ば
か
り

の
拍
手
の
中
を
退
場
し
た
。

（
一
ノ
瀬
泰
宏
教
諭　

高
36
） 講演する芋生・福教大特任教授

り
で
会
員
情
報
を
収
集
し
て
い
た

だ
き
、
同
窓
会
か
ら
催
し
や
総
会

の
案
内
、
母
校
の
状
況
な
ど
の
報

告
も
し
た
い
の
で
す
。
整
備
機
能

を
検
討
す
る
委
員
会
か
ら
の
答
申

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

校
舎
の
全
面
改
築
に
つ
い
て
は

構
想
、
基
本
設
計
と
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
在
校
生
が
良
い
教
育

環
境
で
一
層
能
力
を
磨
き
、
世
界

に
飛
び
出
し
て
活
躍
す
る
人
材
に

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
役
員
、
常
任
幹
事
が
心

を
合
わ
せ
、
同
窓
会
、
母
校
の
発

展
の
た
め
努
力
い
た
し
ま
す
。
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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母
校
の
発
展
を
祈
念
し
寄
贈

英
国
展
出
品
の
水
彩
画

講
師　

桐
生　

真
紀（
高
37
）

信
州
総
文
祭
出
品
作
も
掲
示

３
年　

八
尋　

楓
さ
ん

　

こ
の
た
び
土
本
功
校
長
先
生
よ

り
、
計
画
中
の
母
校
新
校
舎
の
た

め
に
作
品
展
示
の
お
声
掛
け
を
い

た
だ
き
、
玄
関
に
絵
を
寄
贈
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
在
学
中
に
、
美
術
に
係

わ
っ
て
生
き

た
い
と
志
し

た
者
に
と
り
、

そ
の
原
点
で

あ
る
母
校
に

作
品
を
飾
っ

て
い
た
だ
け

る
こ
と
は
こ

の
上
な
い
喜

び
で
す
。
こ

の
よ
う
な
場

を
ご
配
慮
く

だ
さ
っ
た
土

本
校
長
先
生

は
じ
め
、
19

年
前
、
初
め

て
母
校
の
教

壇
に
立
た
せ

て
い
た
だ
き

ま
し
て
以
来

こ
れ
ま
で
お

世
話
に
な
っ

て
き
た
多
く

の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
に
、
ロ
ン
ド
ン
で

初
め
て
の
個
展
を
し
た
際
、
現

地
の
画
家
か
ら
世
界
で
最
も
古

い
水
彩
画
の
王
立
協
会
で
あ
る 

Royal W
atercolour Society 

へ
の
出
品
を
勧
め
ら
れ
、
12
年

に　

David Gluck Memorial 
Award 

（
記
念
大
賞
）
を
頂
い

た
の
を
機
に
毎
年
出
品
。
17
年
に

は Pro Arte 

賞
。
寄
贈
い
た
し

ま
し
た
作
品
は
18
年
の
も
の
で
す
。

　

母
校
ま
す
ま
す
の
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

◆　

　

生
徒
へ
の
励
ま
し
に
、
ま
た
校

内
の
文
化
的
な
雰
囲
気
づ
く
り
の

一
助
に
と
、
約
10
年
前
よ
り
校
舎

２
、３
階
渡
り
廊
下
な
ど
に
授
業

の
生
徒
作
品
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

（
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
は
「
平
和
の

大
切
さ
」）

　

ご
来
校
の
折
に
は
ぜ
ひ
後
輩
生

徒
た
ち
の
感
受
性
豊
か
な
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

昨
年
８
月
、
長
野
県
で
開
か
れ

た
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
「
信
州

総
文
祭
」
美
術
・
工
芸
部
門
に
県

代
表
と
し
て
出
品
し
た
３
年
八
尋

楓
さ
ん
の
作
品
も
本
校
の
玄
関

ホ
ー
ル
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

　

八
尋
さ
ん
は
「
こ
ん
な
大
き
い

大
会
に
出
る
の
も
、
大
き
い
絵
を

描
く
こ
と
も
今
回
が
初
め
て
。

予
想
以
上
に
時
間
が
か
か
り
、

間
に
合
う
の
か
不
安
で
し
た

が
、
こ
う
し
て
評
価
を
し
て

も
ら
い
、
本
当
に
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
る
。

東
京
研
修

社
会
人
講
演
会

　

み
ず
ほ
銀
行
頭
取
が
激
励
講
話

　

本
年
度
の
東
京
研
修
は
昨
年
８

月
１
日
～
３
日
の
日
程
で
実
施
さ

れ
た
。
参
加
し
た
の
は
２
年
の

１
２
４
人
（
男
子
70
人
、
女
子
54

人
）。
１
日
目
は
福
岡
空
港
を
８

時
に
出
発
し
、都
内
大
学
研
修（
９

コ
ー
ス
）、
大
学
生
と
の
交
流
会
。

２
日
目
は
企
業・つ
く
ば
研
修（
６

コ
ー
ス
）、
社
会
人
と
の
交
流
会
、

３
日
目
は
東
京
大
学
研
修
が
実
施

後
輩
た
ち
と
素
敵
な
時
間

パ
イ
ロ
ッ
ト
　
小
川
圭
介（
高
41
）

　

は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
高
41
回

生
の
小
川
圭
介
と
申
し
ま
す
。
高

校
時
代
は
硬
式
テ
ニ
ス
部
に
所
属

し
、
現
在
48
歳
３
児
の
父
親
。
某

国
内
航
空
会
社
で
ボ
ー
イ
ン
グ

７
８
７
型
機
機
長
兼
飛
行
操
縦
教

官
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
私
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
「
筑
紫
丘
高
校　

社
会
人
講
演

会
」
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

こ
の
社
会
人
講
演
会
は
、
毎
年

さ
れ
、
そ
の
後
帰
福
し
た
。

　

参
加
者
が
感
激
し
た
の
は
、
高

校
32
回
生
の
み
ず
ほ
銀
行
頭
取
、

藤
原
弘
治
さ
ん
が
、
分
単
位
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
を
ホ
テ
ル
に
立

ち
寄
り
、
後
輩
た
ち
に
激
励
の
講

話
を
し
て
く
れ
た
こ
と
。
藤
原
さ

ん
は
①
社
会
の
課
題
に
関
心
を
持

て
。
自
分
の
視
点
と
は
異
な
る
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
な
視
点
を
得
よ
。
②

世
界
を
見
よ
。
海
外
で
刺
激
を
受

け
よ
。
③
迷
っ
た
と
き
苦
し
い
と

き
に
頼
れ
る
仲
間
を
大
切
に
。
感

謝
を
忘
れ
る
な
か
れ
―
な
ど
と
強

調
。
校
歌
に
刻
ま
れ
た
「
剛
健
・

叡
智
・
創
造
」
に
つ
い
て
「
こ
れ

か
ら
の
世
の
中
で
も
必
要
な
マ
イ

ン
ド
だ
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

こ
の
企
画
で
藤
原
さ
ん
と
生
徒

を
つ
な
い
で
く
れ
た
の
は
同
じ
32

回
生
の
荒
牧
祐
司
教
諭
。
メ
ガ
バ

ン
ク
と
交
渉
し
、
最
終
的
に
本
人

に
動
い
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。「
後

輩
の
た
め
に
労
を
惜
し
ま
ず
」
と

い
う
２
人
の
強
い
思
い
が
実
現
に

結
び
付
い
た
。

（
町
居
慎
一
郎
教
諭
）

　

還
暦
と
い
う
節
目
に
、
記
念
し

て
も
う
一
度
、
修
学
旅
行
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
で
仕
事
の
上
で
も
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
上
で
も
あ
る
節
目
を
乗

り
越
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に

弾
み
に
つ
け
る
た
め
に
も
、
も
う

一
度
、
修
学
旅
行
を
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

行
き
先
は
、
全
国
か
ら
集
ま
り

や
す
い
と
い
う
こ
と
で
関
西
に
絞

り
、
奈
良
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
還
暦
と
は
い
え
、
ほ
と

ん
ど
が
現
役
で
働
い
て
お

り
、
多
く
は
集
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
途
中
で
帰
る

人
、
参
加
す
る
人
も
い
て

13
人
で
し
た
。

　

現
地
集
合
、
現
地
解
散

の
１
泊
２
日
で
、
貸
切
バ

ス
で
の
観
光
。
初
日
は
近

鉄
奈
良
駅
集
合
、
興
福

寺
（
南
円
堂
・
両
国
第
九

番
）、
塔
の
茶
屋
で
の
昼

食
、
春
日
大
社
、
奈
良
国

立
博
物
館
、
東
大
寺
南
大

門
、
春
日
ホ
テ
ル
宿
泊
。

　

第
35
回
関
西
支
部
総
会
・
親
睦

の
集
い
が
昨
年
10
月
21
日
、
大
阪

新
阪
急
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
初
参
加
18
人
を
含
む

１
１
９
人
が
集
い
ま
し
た
＝
写
真
。

　

親
睦
の
集
い
で
は
恒
例
と
な
っ

た
席
替
え
シ
ャ
ッ
フ
ル
、
テ
ー
ブ

ル
対
抗
筑
高
ク
イ
ズ
に
加
え
、
初

め
て
採
用
し
た
人
名
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
世
代
を
超
え
た
交
流
を
深
め

る
一
方
で
、
幹
事
学
年
が
作
成
し

た
学
校
風
景
ビ
デ
オ
上
映
で
は
、

昔
を
懐
か
し
む
声
も
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
「
来
て
く
れ
た
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
」
を
合
言
葉
に
し
た
幹
事

に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
来
賓
の

方
々
、
支
部
会
員
の
皆
さ
ん
、
幹

事
学
年
を
中
心
と
し
た
ビ
ジ
タ
ー

の
皆
さ
ん
、
景
品
を
提
供
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
興
奮
が
冷
め
や
ら
ぬ

ま
ま
、
75
人
が
二
次
会
に
突
入
し

ま
し
た
。

　

関
西
支
部
で
は
、
ア
ン
ダ
ー

（
50
歳
以
下
の
若
手
）
の
会
、
み

の
り
の
会
（
幹
事
学
年
以
降
の

会
）、筑
友
会
（
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
）

に
加
え
、
今
年
初
と
な
る
新
大
学

生
歓
迎
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
模
様
や
会

員
登
録
は
関
西
支
部
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
く

だ
さ
い
。

http://gaokakansai.net/

（
堤　

一
弘　

高
32
）

２
日
目
は
法
起
寺
、
法
隆
寺
、
粟

な
ら
ま
ち
店
で
の
昼
食
、
薬
師
寺
、

唐
招
提
寺
、
平
城
宮
跡
、
近
鉄
奈

良
駅
解
散
。

　

同
級
生
と
い
る
と
年
齢
を
忘
れ

て
若
い
時
に
戻
り
ま
す
。
し
か
し

肉
体
は
正
直
で
、
欲
張
っ
た
計
画

を
立
て
た
こ
と
を
後
悔
し
ま
し
た
。

古
都
奈
良
と
い
う
非
日
常
空
間
の

中
で
旧
友
と
過
ご
し
た
２
日
間
。

短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
40

数
年
前
に
逆
戻
り
し
て
過
ご
し
た
、

実
に
楽
し
い
濃
密
な
時
間
で
し
た
。

初
夏
に
行
わ
れ
る
同
窓
会
総
会
の

日
の
午
前
中
に
母
校
で
開
催
さ
れ

て
お
り
、
今
年
で
16
回
目
で
す
。

「
職
業
観
の
育
成
」
を
目
的
と
し
、

生
徒
の
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
将

来
や
職
業
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
１
、

２
年
生
を
対
象
に
し
、
そ
の
年
の

同
窓
会
幹
事
回
生
を
中
心
に
各
業

界
か
ら
20
数
人
が
講
師
を
務
め
ま

す
。
講
師
ひ
と
り
に
対
し
て
生
徒

さ
ん
た
ち
が
各
講
座
20
～
50
人
程

つ
い
て
座
談
会
形
式
で
進
め
ら
れ

て
い
き
ま
す
。

　

各
講
座
と
も
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目

で
我
々
講
師
の
話
を
聴
い
て
も
ら

い
、
高
校
生
ら
し
い
ま
っ
す
ぐ
な

質
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
な
が

ら
楽
し
い
90
分
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
ま
た
後
日
生
徒
さ

ん
た
ち
の
感
想
文
ま
で
送
っ

て
も
ら
い
、
我
々
に
と
っ
て

も
自
分
の
仕
事
、
人
生
を
振

り
返
る
い
い
機
会
と
な
り
、

後
輩
た
ち
と
素
敵
な
時
間
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
我
々
の
経
験
が
少
し
で

も
後
輩
の
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
っ
て
い
る
と
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

１
１
９
人
が
参
加

第
35
回
関
西
支
部
総
会
・

親
睦
の
集
い

高
28
回
生
還
暦
修
学
旅
行水

野　

宏

桐生さん（中央）の作品寄贈を喜ぶ土本校長（左から2人目）ら学校幹部　

県
代
表
の
作
品
を
出
品
し
た
八
尋
楓
さ
ん

講演する小川圭介機長
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ザ
・
部
活

　
創
部
以
来
初
の
東
京
遠
征

　

ラ
グ
ビ
ー
部
は
昨
年
７
月
27
日

～
29
日
、
創
部
以
来
初
の
東
京
遠

征
を
実
施
し
ま
し
た
。
縁
の
あ
る

國
學
院
久
我
山
と
早
稲
田
実
業
と

の
試
合
を
通
し
て
チ
ー
ム
を
強
化

す
る
た
め
で
す
。

　

國
學
院
久
我
山
は
本
校
が
初

め
て
花
園
出
場
を
果
た
し
た

１
９
７
９
年
の
第
59
回
全
国
高
校

ラ
グ
ビ
ー
大
会
１
回
戦
の
相
手
。

試
合
は
４
─
24
で
敗
戦
。
そ
の
と

き
フ
ァ
ー
ス
ト
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
も
当
時
の
選
手

は
心
残
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
39

年
ぶ
り
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ジ
ャ
ー
ジ

で
挑
ん
だ
リ
ベ
ン
ジ
マ
ッ
チ
＝
写

真
＝
は
24
─
56
で
負
け
ま
し
た
が
、

当
時
の
Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
、
多
数
来

て
い
た
だ
き
、
ラ
グ
ビ
ー
部
に

と
っ
て
至
福
の
時
間
で
し
た
。

　

夜
は
現
役
部
員
と
Ｏ
Ｂ
の
懇
親

会
。
現
役
部
員
は
社
会
の
第
一
線

で
活
躍
さ
れ
る
Ｏ
Ｂ
の
話
を
聞
い

て
、
ラ
グ
ビ
ー
部
へ
の
帰
属
意
識

　
創
部
90
周
年
祝
う

　

本
校
野
球
部
は
学
校
設
立
と
同

時
に
創
部
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

30
年
卒
業
生
ま
で
で
Ｏ
Ｂ
会
員

は
７
６
７
名
を
数
え
ま
す
（
マ
ネ

ジ
ャ
ー
・
物
故
者
含
む
）。
甲
子

園
出
場
こ
そ
実
現
し
て
い
な
い
も

の
の
、
夏
の
大
会
で
は
決
勝
・
準

決
勝
を
含
め
福
岡
県
大
会
に
も
た

び
た
び
進
出
す
る
な
ど
、
ま
さ
に

文
武
両
道
を
体
現
し
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
会
で
は
創
部
90
周
年
事
業

と
し
て
、
現
役
部
員
へ
の
記

念
品
贈
呈
、
Ｏ
Ｂ
会
員
名
簿

作
成
、
記
念
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
昨
年
２
月
11
日
、

福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
校
長
、

同
窓
会
長
ら
来
賓
９
人
、
Ｏ

Ｂ
62
人
と
多
数
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
年
監

督
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
い

た
山
田
慎
介
先
生
、
江
濱
義

博
先
生
（
高
33
）
に
思
い
出

を
語
っ
て
い
た
だ
く
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
元
応
援
団
長
の
伊

藤
徹
雄
同
窓
会
副
会
長
（
高

　
Ｏ
Ｂ
か
ら
横
断
幕
と
ボ
ー
ル
寄
付

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
恒
例
の
Ｏ
Ｂ

戦
が
昨
年
８
月
21
日
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
例
年
お
盆
の
時
期
に
多

く
の
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り
、
現
役
生
と

の
交
流
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
最
年
長
は
高
37
回
の
岩

渕
穣
さ
ん
、
最
年
少
は
大
学
１
年

と
30
人
近
い
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り
、
照

り
付
け
る
太
陽
の
下
で
白
熱
の
試

合
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
懇
親
会
の
席
上
、
Ｏ

Ｂ
か
ら
「
現
役
生
に
何
か
支
援
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
提
案
が
あ

　
筑
高
サ
ウ
ン
ド
華
や
か
に

　

吹
奏
楽
部
第
49
回
定
期
演
奏
会

が
昨
年
８
月
11
日
、
ア
ク
ロ
ス
福

岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
現
役
部
員
76
人
に
よ

る
Ⅰ
部
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、

ダ
ン
ス
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
ふ

ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
Ⅱ
部
の
企

画
ス
テ
ー
ジ
に
続
く
Ｏ
Ｂ
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
50
人
を
超
す
Ｏ
Ｂ
も
加

わ
っ
て
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家

の
作
品
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

指
揮
を
し
た
の
は
昨
年
同
様
、

高
校
27
回
生
で
元
九
州
交
響
楽
団

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
の
吉
浦
勝
喜

り
、
一
同
の
総
意
で
横
断
幕
と

ボ
ー
ル
の
寄
付
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

後
日
届
け
ら
れ
た
、
紫
を
ベ
ー

ス
と
し
た
横
断
幕
に
は
、
筑
紫
中

学
の
校
歌
に
登
場
す
る
「
百
錬
千

磨
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ボ
ー
ル
も
六
球
購
入
で
き
、

現
役
生
た
ち
の
喜
び
の
表
情
は
輝

き
に
満
ち
た
も
の
で
し
た
。

　

創
部
か
ら
40
年
以
上
。「
い
つ

か
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」
を
後
輩
た

ち
に
託
し
な
が
ら
、
Ｏ
Ｂ
が
で
き

る
応
援
を
今
後
も
続
け
て
い
け
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
前
川　

健
太　

高
49
）

さ
ん
。
世
代
を
超
え
た
１
２
０
人

以
上
の
大
編
成
に
よ
る
華
や
か
で

壮
大
な
筑
高
サ
ウ
ン
ド
を
響
か
せ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
６
月
16
日
に

行
わ
れ
た
丘
女
会
講
演
会
で
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
と
し

て
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

＝
写
真
。
日
々
の
活
動
も
本
校
の

歴
史
や
伝
統
、
そ
の
時
々
の
諸
先

輩
方
の
音
楽
に
対
す
る
熱
い
思
い

と
、
我
々
現
役
部
員
に
寄
せ
る
期

待
を
い
た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
だ

と
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
は
今
年
創
部
60
年
と

な
り
、
定
期
演
奏
会
は
第
50
回
の

記
念
演
奏
会
と
な
り
ま
す
。

（
大
石
純
子
教
諭　

高
35
）

を
強
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
の
歴
史
と
Ｏ
Ｂ
と
の

「
つ
な
が
り
」
を
改
め
て
実
感
し

た
３
日
間
で
し
た
。

　

多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
し
た

が
、
全
国
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら
の

寄
付
で
実
現
で
き
ま
し
た
。
遠
征

中
に
は
差
し
入
れ
を
、
試
合
後
に

は
選
手
の
疲
労
を
残
さ
な
い
た
め

に
ア
イ
ス
バ
ス
を
準
備
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
様
々
な
面
で
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
Ｏ
Ｂ
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

（
中
村
総
一
郎
教
諭　

高
60
）

25
）
の
音
頭
に
よ
る
校
歌
・
応
援

歌
斉
唱
な
ど
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

現
役
時
代
は
練
習
が
き
つ
く
、

上
下
関
係
も
厳
し
い
部
で
し
た
が
、

現
在
は
Ｏ
Ｂ
会
の
世
代
を
越
え
て

思
い
出
話
や
母
校
の
こ
と
な
ど
楽

し
く
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。
50
年

続
い
て
い
る
11
月
開
催
の
福
岡
市

内
８
校
Ｏ
Ｂ
野
球
大
会
（
修
猷

館
・
博
多
工
・
福
岡
工
・
香
椎
・

福
翔
・
西
南
学
院
・
福
大
大
濠
・

筑
紫
丘
）
で
も
一
緒
に
プ
レ
ー
し

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
（
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
長　

山
口
幸

之
助　

高
28
）

ラ
グ
ビ
ー
部

野
球
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

吹
奏
楽
部

寄付された横断幕とボールを手にした部員たち
　

昨
年
９
月
８
日
に
実
施
さ
れ
た

筑
高
大
運
動
会
は
、
雨
に
よ
る
70

時
間
の
中
断
を
経
て
11
日
、
無
事

大
成
功
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

８
日
、
開
始
前
か
ら
雨
が
降
り

始
め
、
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
で

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
先
生
か

ら
の
情
報
。
そ
れ
を
聞
い
た
ブ

ロ
ッ
ク
長
た
ち
の
悔
し
そ
う
な
表

情
。
私
も
今
ま

で
準
備
し
て
き

た
運
営
委
員
の

こ
と
を
考
え
る

と
や
る
せ
な
い

思
い
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
切
り

替
え
て
「
盛
り

上
が
ろ
う
」
と

大
運
動
会
を
始

め
た
。

　

降
り
や
ま
ぬ

雨
。
今
後
ど
う

す
る
か
の
話
し

合
い
。
３
年
生

が
熱
い
思
い
を

主
張
し
た
。
筑

高
体
操
と
フ
ィ

ナ
ー
レ
の
み
を

実
施
し
、
タ
ン

ブ
リ
ン
グ
や
応

援
合
戦
な
ど
は

　

第
71
回
翔
丘
祭
は
昨
年
５
月
11
、

12
の
２
日
間
行
わ
れ
た
。
11
日
は

校
内
行
事
、
12
日
は
一
般
公
開
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
織
彩
」。

筑
高
生
の
個
性
（
彩
）
や
伝
統
が

混
じ
り
合
う
（
織
）
た
っ
た
一
つ

の
色
彩
（
織
彩
）
を
つ
く
り
た
い
、

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
。

　

短
い
準
備
期
間
や
新
し
い
こ
と

へ
の
挑
戦
と
い
っ
た
困
難
な
壁
が

立
ち
ふ
さ
が
り
、
涙
を
み
せ
た
と

き
も
あ
っ
た
。
私
自
身
も
３
カ
月

の
間
に
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い

こ
と
が
多
々
あ
り
、
偉
大
な
先
輩

方
が
つ
な
い
だ
翔
丘
祭
を
背
負
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ

そ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
い
か

な
る
と
き
も
仲
間
と
励
ま
し
合
い
、

相
談
し
、
突
破
口
を
見
出
し
、
豊

か
な
個
性
を
発
揮
し
た
結
果
、
後

悔
の
な
い
よ
う
全
力
で
当
日
ま
で

走
り
抜
け
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
の
伝
統
の
結
晶

に
、
他
に
な
い
多
く
の
彩
り
を
織

り
成
し
、
歴
史
を
紡
げ
た
、
と
自

信
を
持
っ
て
言
え
る
。

後
日
へ
延
期
で
ま
と
ま
っ
た
。

　

水
た
ま
り
が
一
面
に
広
が
っ
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
筑
高
体
操
。
男

子
た
ち
が
体
を
地
面
に
着
け
る
た

び
観
客
は
ど
よ
め
い
た
＝
写
真
。

そ
の
後
の
全
校
生
徒
に
よ
る
全
身

全
霊
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
圧
巻
で
見

る
人
の
心
を
動
か
す
素
晴
ら
し
い

も
の
だ
っ
た
。

　

11
日
は
快
晴
。
生
徒
は
丘
の
上

で
躍
動
し
た
。
白
ブ
ロ
ッ
ク
の
優

勝
。
こ
の
２
日
間
で
臨
機
応
変
な

対
応
や
意
思
の
伝
え
方
、
仲
間
の

大
切
さ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

大
運
動
会

70
時
間
挟
ん
だ
感
動

大
運
動
会
運
営
委
員
長　

２
年
４
組　

飯
干　

晃
紀

「
織
彩
」
を
紡
い
だ

翔
丘
祭
運
営
委
員
長　

３
年　

松
永　

祐
磨

　

第
27
回
筑
中･

筑
高
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
昨
年
10
月
10
日
、
筑

紫
ヶ
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
、

１
１
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
７
月
の
豪
雨
の
影
響
で
西
コ
ー

ス
が
使
用
で
き
ず
、
南
北
２
コ
ー

ス
で
の
開
催
に
。
心
配
さ
れ
た
雨

も
そ
れ
ほ
ど
降
ら
ず
、
全
員
無
事

に
ラ
ウ
ン
ド
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
前
に
は
昨
年｢

レ
ッ
ス

ン
オ
ブ･

ザ･

イ
ヤ
ー
大
賞｣

を

受
賞
さ
れ
た
高
校
16
回
生
の
篠
塚 

武
久
さ
ん
に
よ
る
特
別
レ
ッ
ス
ン

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
は
次
の
通
り
。

①　

藤
田　

利
孝
（
高
48
）

②　

石
内　

鉄
二
（
高
21
）

③　

小
出　

征
生
（
高
８
）

　

同
窓
会
定
期
総
会
開
催
前
の
昨

年
６
月
２
日
午
後
３
時
か
ら
各
支

部
の
支
部
長
が
集
ま
り
、
支
部
長

連
絡
会
が
開
か
れ
た
。

　

首
都
圏
支
部
か
ら
は
、
一
昨
年

の
首
都
圏
同
窓
会
が
７
０
０
人
の

出
席
者
で
盛
況
だ
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

第
27
回

筑
中･

筑
高
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

藤
田
利
孝
さ
ん
優
勝

７
０
０
人
出
席
の

首
都
圏
同
窓
会

支
部
長
連
絡
会
で
報
告

山
田
先
生
と
県
大
会
準
決
勝
ま
で

進
ん
だ
メ
ン
バ
ー（
高
42
）ら
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「新装改訂版　九州の戦争遺跡」出版
江浜明徳さん（高21）元 郷土研究部

博
多
区
の
額
縁
店
内
防
空
壕
な
ど
１
１
７
カ
所

　

福
岡
市
の
元
高
校
教
諭
江
浜
明

徳
さ
ん
（
68
＝
高
21
）
が
「
新
装

改
訂
版　

九
州
の
戦
争
遺
跡
」
を

出
版
し
た
。
福
岡
連
隊
と
西
部
軍

司
令
部
跡
（
福
岡
市
）
や
大
村
飛

行
場
掩
体
壕
跡
（
長
崎
県
大
村

市
）
な
ど
、
明
治
か
ら
戦
後
の
米

軍
占
領
期
ま
で
の
軍
事
的
建
造
物
、

慰
霊
碑
、
銃
撃
跡
な
ど
戦
争
に
関

係
す
る
１
１
７
カ
所
を
取
り
上
げ

た
。
戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
る
中
で

「
物
言
わ
ぬ
戦
争
の
証
言
者
」
を

コ
ツ
コ
ツ
と
訪
ね
歩
い
た
労
作
だ
。

　

江
浜
さ
ん
は
１
９
５
０
年
、
久

留
米
市
生
ま
れ
。
戦
災
を
受
け
た

久
留
米
は
戦
前
「
軍
都
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
軍
事
施
設
が
あ
ち
こ
ち

に
あ
っ
た
。
引
っ
越
し
て
き
た
福

岡
市
に
も
米
軍
基
地
、
米
軍
ハ
ウ

ス
が
残
っ
て
い
た
。
子
ど
も
の
と

き
、
そ
う
し
た
戦
争
遺
跡
を
目
に

し
て
い
た
江
浜
さ
ん
は
大
学
卒
業

後
、
福
岡
市
の
高
校
で
地
理
を
教

え
る
と
と
も
に
平
和
教
育
に
取
り

組
み
、
戦
跡
巡
り
な
ど
を
企
画
し

た
。

　

そ
の
最
初
の
成
果
が
２
０
１
２

年
に
出
版
し
た
「
九
州
の
戦
争
遺

跡
」。
軍
艦
島
（
長
崎
市
）
や
人

間
魚
雷
回
天
を
製
造
し
た
川
南
造

船
所
跡
（
佐
賀
県
伊
万
里
市
）
な

ど
１
２
７
カ
所
を
調
査
・
撮
影
し
、

収
録
し
た
。
大
き
な
反
響
と
貴
重

な
意
見
・
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
続
編
へ
向
け
た
新
た
な
調

査
を
決
意
。
さ
ら
に
約
６
年
か
け

て
九
州
各
地
に
足
を
延
ば
し
、
新

装
改
訂
版
に
収
録
し
た
。

　

福
岡
市
博
多
区
大
博
町
の
立
石

額
縁
店
内
防
空
壕
も
そ
の
一
つ
。

終
戦
の
１
年
前
に
店
舗
の
地
下
に

掘
っ
た
も
の
で
約
４
平
方
メ
ー
ト

ル
の
広
さ
。
１
９
４
５
年
６
月
19

日
の
福
岡
大
空
襲
の
際
は
家
族
３

人
が
逃
げ
込
み
、
助
か
っ
た
。
今

は
埋
ま
っ
た
個
所
も
あ
り
、
小
学

生
１
人
が
入
れ
る
ほ
ど
だ
が
、
見

学
は
可
能
と
い
う
。

　

同
市
南
区
と
中
央
区
に
ま
た
が

る
鴻
巣
山
陸
軍
石
碑
も
収
録
し
た
。

戦
時
中
、
旧
陸
軍
が
丘
陵
を
接
収
、

射
撃
場
な
ど
に
使
っ
た
。
境
界
を

示
す
た
め
に
「
陸
軍
用
地
」
と
刻

ん
で
設
置
。
確
認
で
き
る
の
は
６

基
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
沿
い

な
の
で
容
易
に
見
つ
け
ら
れ
る
。

　

音
楽
学
校
出
身
の
特
攻
隊
員
が

弾
い
て
出
撃
し
て
い
っ
た
と
い
う

「
月
光
の
夏
の
ピ
ア
ノ
」（
佐
賀

県
鳥
栖
市
）
な
ど
旧
版
と
一
部
重

複
す
る
個
所
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
が
新
た
な
掲
載
だ
。

　

本
校
で
は
郷
土
研
究
部
で
活
動

し
て
き
た
江
浜
さ
ん
は
「
元
々
郷

土
の
歴
史
に
興
味
が
あ
っ
た
。
教

員
に
な
っ
た
後
も
郷
土
の
戦
争
・

平
和
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
続
け
、

集
大
成
と
し
て
二
回
に
わ
た
り
出

版
し
た
。
戦
争
遺
跡
を
見
て
平
和

の
尊
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
る
。

　

３
３
６
㌻
。
遺
跡
ご
と
に
写
真

と
地
図
、
ア
ク
セ
ス
が
添
え
ら
れ

て
お
り
、
誰
で
も
目
的
地
に
行
け

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
海

鳥
社
（
福
岡
市
）。
１
８
０
０
円
。

　国連職員の隈元さん講演

丘女会 広報委員会より

　丘女会の第６回イベント「卒業生による講演会」が
昨年６月16日、母校講堂で開かれ、２７０人が参加した。
　講師は国連職員の隈元美穂子さん（高40）＝写真。
10数年にもわたり、世界をまたにかけるエネルギッシュな
仕事内容を語った。初めての講堂開催とあって多くの
在校生も聴講した。

　「漠然としか知らなかった国連につ
いてよく知ることができた」「国連職員
にチャレンジしたいと思った」などたく
さんの声が聞かれた。これからの進
路を決める生徒にもいい刺激を与えて
もらえたようだ。

　広報誌「OKAME STYLE」の創刊から１年がたち、
今回第３号を発行いたします。
　さまざまな分野で活躍されている、筑紫丘高校女子
卒業生をご紹介する広報誌。高校時代の思い出を通し
ながら、当時の考えが今の生き方にどう影響したのか楽
しくお話をお聞きしております。取材を重ねるたびに感動
することばかりで、多くの在校生や同窓生にこの感動を
お届けしたいと、毎回制作に励んでおります。お話を頂
いた方からも「自分の今までの振り返りができて、原点
に戻れそう」「同じ校舎で学んだものとして、在校生に
少しでも何かを伝えられたらいいですね」という感想をい
ただいており、これからも続 と々素敵な丘女達をご紹介
する予定です。
　年１度のイベント企画。次回は２０１９年10月26日（土）
午後１時から本校講堂で、OBによるアンサンブル演奏
会、歌人松村由利子さん（高31）の講演会を予定し
ております。多くの皆様のご来場をお待ちしております。

（丘女会広報委員長　小川 訓名　高36）

丘女会イベント

本
を
手
に
す
る
江
浜
さ
ん

「
幻
の
水
城
」を
探
る

全
国
高
校
歴
史
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表

３
年
２
組
　
大
塚
　
奏
さ
ん

　

昨
年
８
月
４
日
、
太
宰
府
市
の

九
州
国
立
博
物
館
で
「
全
国
高
校

歴
史
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
」

が
開
催
さ
れ
た
。
北
は
福
島
か
ら

南
は
大
分
ま
で
、
全
国
か
ら
選
ば

れ
た
10
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

で
調
査
研
究
し
た
成
果
を
発
表
す

る
舞
台
に
、
私
も
参
加
し
た
。

　

自
宅
が
あ
る
大
野
城
市
を
含
む

筑
紫
地
区
に
は
１
３
０
０
年
以
上

前
、
唐
と
新
羅
の
侵
攻
に
備
え
た

防
衛
施
設
「
水
城
」
が
築
か
れ
た
。

太
平
洋
戦
争
中
に
は
博
多
湾
か
ら

の
連
合
国
軍
上
陸
を
想
定
し
、
多

く
の
旧
日
本
軍
部
隊
が
駐
屯
し
て

い
た
。
現
在
も
航
空
自
衛
隊
の
基

地
や
陸
上
自
衛
隊
の
駐
屯
地
が
あ

る
。
自
分
の
足
元
が
古
代
か
ら
防

　

福
岡
銀
行
に
在
籍
す
る
卒
業
生

が
初
め
て
集
う
「
筑
紫
丘
高
校
福

衛
上
の
要
衝
で
あ
り
続
け
た
こ
と

に
興
味
を
持
ち
、
調
査
を
始
め
た
。

　

地
元
の
教
育
委
員
会
で
話
を
聞

き
、
旧
日
本
軍
の
資
料
を
取
り
寄

せ
読
み
解
い
て
い
っ
た
。
福
岡
城

跡
に
あ
っ
た
西
部
軍
司
令
部
が
大

戦
末
期
に
移
転
し
た
筑
紫
野
市
の

地
下
壕
も
訪
ね
た
。
博
多
湾
か
ら

の
距
離
、
山
や
丘
と
い
っ
た
地
理

的
条
件
を
生
か
し
て
防
衛
ラ
イ
ン

を
築
い
て
い
た
背
景
が
徐
々
に
浮

か
び
上
が
っ
た
。

　

九
州
防
衛
を
担
っ
て
い
た
の
が
、

１
５
０
０
㌔
も
離
れ
た
東
北
の
部

隊
だ
っ
た
こ
と
も
知
っ
た
。
終
戦

直
後
に
撮
影
さ
れ
た
兵
士
の
集
合

写
真
を
、
古
い
資
料
の
中
に
見
つ

け
た
。
明
日
の
命
さ
え
約
束
さ
れ

て
い
な
い
日
々
が
終
わ
り
、
故
郷

に
帰
ら
れ
る
喜
び
が
表
情
に
あ
ふ

れ
て
い
た
。
ど
こ
か
遠
い
存
在

だ
っ
た
戦
争
、
兵
士
を
身
近
に
感

じ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

当
日
は
古
代
の
水
城
と
連
合
国

軍
の
九
州
上
陸
が
起
こ
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
ち
な
み「『
幻
の
水
城
』

を
探
る
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

多
く
の
方
が
私
の
ポ
ス
タ
ー
の
前

で
足
を
止
め
て
読
み
、
未
熟
な
解

説
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
教
科

書
に
は
載
っ
て
い
な
い
史
実
を
探

究
す
る
醍
醐
味
を
味
わ
い
、
高
校

生
活
の
集
大
成
と
し
て
将
来
に
続

く
体
験
が
で
き
た
。

　

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
久
我
純

一
先
生
、
筑
紫
丘
Ｏ
Ｇ
で
福
岡
大

学
人
文
学
研
究
員
の
西
幸
子
さ
ん

（
高
60
）
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

貴
重
な
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
糧

に
し
て
い
き
た
い
。

　

今
年
度
の
同
窓

会
幹
事
学
年
で
あ

る
41
回
生
に
「
筑

高
魂
」
を
ど
う
考

え
る
か
聞
い
て
み

た
。「
普
段
は
テ
キ

ト
ー
で
も
、
や
る

時
は
ビ
シ
ッ
と
や
る
メ
リ
ハ
リ
の

良
さ
と
、ま
と
ま
り
の
良
さ
」「
揺

る
ぎ
な
い
母
校
愛
。
揺
る
ぎ
な
い

後
輩
愛
。
揺
る
ぎ
な
い
筑
高
体
操

愛
」「
や
り
遂
げ
る
力
。
た
と
え

本
人
が
望
ん
で
い
な
い
こ
と
で
も
、

役
目
を
与
え
ら
れ
た
時
に
全
う
す

る
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
を
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
」「
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
カ
オ
ス
」「
振
り
返
れ
ば
自

由
」「
節
度
を
わ
き
ま
え
た
不
良
」

と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

　

私
は
「
自
由
な
発
想
。
行
動
力
。

粘
り
強
さ
。
多
様
な
個
性
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
器
」
と
考
え
た
。
皆

さ
ん
は
い
か
が
お
考
え
で
す
か
？

　

第
35
回
親
睦
の
集
い(

関
西
支

部
同
窓
会)

の
筑
高
ク
イ
ズ
大
会

で
【
１
９
５
９
年
５
月
に
生
徒
会

と
応
援
団
が
結
成
さ
れ
、
細
則
19

条
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
第
13
条

に
応
援
団
は
「
筑
高
魂
」、
熱
と

正
義
と
？
の
発
揮
に
よ
る
学
生
ら

し
い
応
援
を
根
底
と
し
て
行
う
、

と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
？
は
、
１
．

力　

２
．
チ
ー
ム
ワ
ー
ク　

３
．

愛
校
心　

の
ど
れ
か
】
と
い
う
問

題
が
あ
っ
た
。「
愛
校
心
」と
思
っ

た
が
、
正
解
は
「
力
」
で
あ
っ
た
。

「
愛
校
心
」
と
い
う
も
の
は
、
卒

業
後
あ
る
年
月
を
経
て
芽
生
え
る

も
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、
卒

業
後
30
年
で
幹
事
学
年
が
回
っ
て

き
て
、
忘
れ
て
い
た
筑
紫
丘
高
校

へ
の
想
い
が
蘇
る
。

　

こ
の
「
筑
高
魂
」
を
抱
き
、
人

生
の
後
半
戦
を
楽
し
ん
で
生
き
た

い
と
思
う
。（
山
口
惠
津
子　

高
41
）

宴座

銀
同
窓
会
」
を
昨
年
10
月
20
日
、

福
岡
市
の
福
新
楼
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

母
校
は
昨
年
、
２
０
２
７
年
の

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
の
新

た
な
10
年
と
し
て
高
校
41
回
生
が

当
番
学
年
と
し
て
定
期
総
会
な
ど

の
運
営
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
が
、

輝
か
し
い
歴
史
を
持
つ
母
校
に
在

籍
し
た
誇
り
を
社
内
在
籍
の
卒
業

生
で
共
有
し
つ
つ
、
１
０
０
周
年

に
向
け
て
の
気
運
醸
成
へ
協
力
し

よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

土
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
29

回
生
か
ら
66
回
生
ま
で
の
男
女
計

77
名
が
駆
け
つ
け
、
世
代
を
超
え

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

余
興
と
し
て
「
筑
高
体
操
」
が
有

志
に
よ
り
披
露
さ
れ
、
あ
た
か
も

高
校
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
光
景
と
な
り
ま
し
た
。

福岡銀行同窓会を初開催

「筑高体操」の余興も
橋詰　拓（高42）

盛り上がった初開催の福銀同窓会

郷
土
研
究
部


